
 

 

明治という新しい日本が生まれようとするとき、戊辰戦争に敗れた越後長岡藩の窮状を見るに見かねて、 

三根山藩が送った百俵の米。 

その日の生活に困窮する藩士達が米の配給を迫る中、大参事小林虎三郎はこう諭しました。 

「百俵の米も、食えばたちまち無くなるが、教育にあてれば明日の一万、百万俵となる。」 

そして、米百俵の売却金によって「国漢学校」を開校、後の有能な人材を輩出する礎となりました。 

 

二兆円という「現代の米百俵」は、定額給付金として配給されてしまいました。 

このままでは、あっという間に雲散霧消してしまいます。 

もういちど集め直して、本当に必要なところに使ってもらいたい。 

それが、「米百俵コンサート」の心です。 

 

 【問合せ先】 「米百俵コンサート」呼びかけ人代表  小林健一 

 高崎市中居町2-21-25 

 ☎027-352-7758 

 Mail：dafu_an@yahoo.co.jp 

 Blog：http://inkyo.gunmablog.net/ 


